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勝海⾈は何処を指差しているのだろう？

両国⇒⽣誕地⇒⽔上バス・・浅草⇒墨⽥区役所前⇒浅
草・・⾚坂⇒幕末・明治活動期の邸跡⇒終焉の地邸跡

隅⽥川の河畔、墨⽥区役所の前に⽴つ銅像、平成１５年
に勝海⾈⽣誕１８０周年を記念して建⽴された。維新回天
の⽴役者である坂本⻯⾺を走らせ、⽇本海軍の礎を築きあげ
た海⾈は、東京湾のはるか彼⽅の太平洋を超えた世界に向

かって指差しているのであろう。

１０⽉４⽇、海⾈の史跡巡りに参加した２０名、今年３⽉の歴史講座で講師をして頂いた角⽥望先⽣、そし
てその講座にひょっこり顔を見せられた勝家四代⽬の勝康さんという豪華な解説者たちと⼀緒に、秋晴れの⼀⽇を
ゆかりの地を訪ねて、⼼ゆくまで楽しんだ。

⽣誕の地→

海⾈は１８２３年に本所⻲沢町（現在の両国４丁⽬・・
両国公園内に「勝海⾈⽣誕の地」の碑がある）に⽣まれた。
旗本とはいえ貧しい家柄であったが剣術と座禅を学んだ。

左は角⽥望先⽣、右は勝家四代⽬の勝康⽒→

← 両国から浅草へ移動。水上バスから見たスカイツリー

←⽣誕１８０周年記念銅像。

吾妻橋を渡り左に折れた河畔に５．５Ｍの銅像が聳え⽴っ
ている。
海⾈は、近くの⽜嶋神社境内で毎晩剣術稽古をし、隣の弘
福寺で座禅の修業をしたといわれる。

浅草から赤坂見附駅まで地下鉄で移動して改札⼝を出た所
で、いきなり江⼾時代の古地図を出し、

「これから幕末の江⼾へタイムスリップします」と言って、２３
歳で両国から引っ越してきて赤坂⽥町(残念ながら史跡がな
い)で蘭学を学んだこと、｢ズ―フ・ハルマ｣という蘭和辞書を丸
ごと筆写して⼀冊は⾃分のためもう⼀冊は売ってお金を作った
こと、この地で私塾を開いたことなどを説明してもらった。

⾚坂本氷川坂下（現氷川町）の邸跡→

明治元年(１８６８年)までの１０年間住んだこの邸では、
海⾈が最も華やかに活躍した時である。幕末、坂本⿓⾺が詰
め掛けたのもこの地であり、咸臨丸の艦⻑として太平洋を横断
したのもこの地からである。⻄郷隆盛と談判し江⼾城を無血
開城し、戦火から救ったのもこの地に住んでいる時である。

最後の探訪地は終焉の地である元氷川⼩学校の跡地（現
赤坂６丁⽬）である。→

明治五年、静岡から帰り、この邸で明治新政府の海軍卿、
枢密官・伯爵として活躍した。赤坂の⾵情をこよなく愛し、明
治３２年（１８９９年）７６歳で死去するまで｢氷川清
話｣等を残して、激動の幕末・明治を⽣き抜き、⽣涯をとじた。

参加者全員無事散策を終えてここ終焉の地で解散した。途
中、本赤坂の坂道はやや難所であったようだが、６㌔強の行
程を電⾞や水上バスで乗り継ぎながら元気で完歩した。

話しは再び、「世界を指差している銅像」に戻る

海⾈は、明治新政府が脱亜⼊欧を唱える中で、中国、韓国
（当時は清、朝鮮）と連合してアジアの共存共栄を主唱した
アジア主義者であった。
浦賀でのペリーの来航から薩摩、⻑州を同盟させるために坂
本⻯⾺を奔走させた頃がその考えの始まりであっただろう。明
治２７、２８年の⽇清戦争に反対した唯⼀の政府の重鎮で
もあった。

今⽇の中国や韓国との領⼟問題での⻲裂を考えると、歴史に「たら、れば」が許されるのであれば、今また海⾈に登
場願って、難問を解決してもらいたいものである。
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